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話題提供の趣旨

私達はどんな水環境を望んでいるのか？
様々な視点から行われている活動の先に一貫性を持った市民活動の動きを作れるか？

日本の河川をめぐる過去や水環境（流域環境）を見る視点を振り返りながら、これからを
考えたい

市民レベルにおける水環境を捉える活動視点
水質・・・・身近な水環境の全国一斉調査

・廃棄物・・・・ゴミマップ

・生物の棲息場としての水環境・・・総合的な水環境指標 「みずしるべ」

・防災視点の水環境 流域管理

行政レベルでの環境認識
・第六次環境基本計画

・流域治水





環境省HP
https://www.env.go.jp/water/wsi/
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